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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
北
側
と
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
の
間
に
バ
ル
ト
海
と
い
う
内
海
が
あ
る
。
そ
の
南
東
に
エ
ス
ト
ニ
ア
、

ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
い
う
三
国
が
あ
り
、
バ
ル
ト
三
国
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
人
口
は
一
三
三
万
人
、

一
八
九
万
人
、
二
八
〇
万
人
、
面
積
は
九
州
と
四
国
を
合
計
し
た
程
度
の
小
国
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
Ｅ
Ｕ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

に
加
盟
し
、
通
貨
も
ユ
ー
ロ
を
導
入
し
て
い
る
。 

 

こ
の
地
域
に
は
紀
元
前
か
ら
人
間
が
定
住
し
て
独
立
国
家
の
時
代
も
あ
っ
た
が
、
周
囲
の
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
大
国
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
経
験
し
て
い
る
。
一
八
世
紀
以
来
、
三
国
と
も
ロ
シ
ア
帝
国
の
属

領
に
な
っ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
後
に
独
立
し
た
も
の
の
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に

併
合
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
が
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
実
行
し
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
影
響
に
よ
り
独
立
の
機
運
が

進
展
し
、
一
九
九
一
年
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
国
家
評
議
会
が
三
国
の
独
立
を
決
定
し
独
立
国
家
と
な
っ
た
。
今
回
は
そ
の
一

国
エ
ス
ト
ニ
ア
の
現
状
を
紹
介
し
た
い
。
理
由
は
小
国
で
は
あ
る
も
の
の
、
世
界
有
数
の
情
報
先
端
国
家
を
実
現
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
れ
を
証
明
す
る
指
標
が
数
多
く
存
在
す
る
。
国
境
な
き
記
者
団
が
発
表
す
る
今
年
の
「
報
道
の
自
由
度
」
で
エ
ス
ト
ニ

ア
は
六
位
（
日
本
は
七
〇
位
）
、
ス
イ
ス
の
調
査
組
織
Ｉ
Ｍ
Ｄ
に
よ
る
昨
年
の
「
世
界
デ
ジ
タ
ル
競
争
力
順
位
」
で
は
一
八
位

（
日
本
は
三
二
位
）
、
早
稲
田
大
学
の
研
究
機
関
に
よ
る
昨
年
の
「
世
界
デ
ジ
タ
ル
政
府
順
位
」
で
は
九
位
（
日
本
は
一
一
位
）

で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
科
学
教
育
で
も
世
界
の
先
端
に
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
二
〇
二
二
年
の
学
力
調
査
で
は
数
学
が
七
位
（
日
本
は
五
位
）、

科
学
が
六
位
（
日
本
は
二
位
）
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
の
調
査
で
あ
る
が
、
家
庭
の
蔵
書
冊
数
は
世
界
一
位
（
日
本
は
二
二

位
）
、
一
日
に
一
回
以
上
読
書
を
し
た
国
民
の
比
率
も
世
界
一
位
（
日
本
は
九
位
）
な
ど
、
国
民
の
知
識
水
準
を
実
感
さ
せ
る

数
字
で
あ
る
。 

 

そ
の
エ
ス
ト
ニ
ア
を
象
徴
す
る
の
が
二
五
〇
〇
以
上
あ
る
役
所
で
の
各
種
手
続
き
の
う
ち
通
信
回
線
経
由
で
で
き
な
い

内
容
は
結
婚
と
離
婚
の
み
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
以
前
は
土
地
や
建
物
の
売
買
も
役
所
の
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
上
記
の
二
種
の
み
で
あ
る
。
理
由
は
人
生
を
左
右
す
る
重
要
な
手
続
は
平
日
昼
間
に
冷
静
に
実
施
す
べ
き
と
い
う
親

心
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
一
朝
に
実
現
し
た
社
会
情
勢
で
は
な
い
。
最
初
の
一
歩
は
二
〇
〇
一
年
に
実
現
し
た
「
エ
ク
ス
ロ
ー
ド
」
と
い
う

様
々
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
相
互
接
続
す
る
情
報
基
盤
の
創
設
で
あ
る
。
こ
の
基
盤
に
は
住
民
登
録
や
健
康
保
険
な
ど
公
的
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
、
電
力
や
銀
行
な
ど
民
間
企
業
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
接
続
さ
れ
、
相
互
利
用
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。 

 

こ
の
「
エ
ク
ス
ロ
ー
ド
」
を
背
景
に
経
済
発
展
さ
せ
る
戦
略
が
「
イ
ー
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
（
電
子
国
民
）
」
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト

と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
少
額
の
登
録
料
金
を
用
意
す
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
電
子
国
民
と
し
て
登
録
で
き
、
エ
ス

ト
ニ
ア
に
会
社
を
設
立
し
て
Ｅ
Ｕ
の
制
度
の
枠
内
で
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
す
で
に
数
万
の
企
業
が
設
立

さ
れ
て
い
る
。 

 

現
在
、
日
本
で
は
各
府
省
庁
が
維
持
す
る
一
一
〇
〇
程
度
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
構
想
が

進
行
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
約
二
〇
％
が
移
行
し
て
い
る
程
度
で
、
官
民
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ほ
ぼ
完
全
に
統
合
し
て
い

る
エ
ス
ト
ニ
ア
と
は
大
差
で
あ
る
。
人
口
規
模
の
差
異
は
あ
る
に
し
て
も
、
情
報
こ
そ
現
代
社
会
の
最
大
の
基
盤
で
あ
る
と

い
う
意
識
の
差
異
が
影
響
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。 


